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農山漁村地域とりわけ中山間地域は、農業の重要な拠点と
なっていますが、急速に高齢化が進んでおり、農業のみなら
ず地域での暮らしそのものを続けていくことが難しくなって
いる地域もあります。地域づくりは、地域の様々な関係者が
連携し、地域での暮らしをこれからも続けるために話し合い、
活動することがその第一歩となります。
このような中、農村ＲＭＯ(複数の集落機機能を補完して、
農用地の保全活動や農業を核とした経済活動と併せて、生活
支援等地域コミュニティの維持に資する取組)を構築し、地域
住民の話合いのもと、地域づくりの方向性を定め、地域ぐる
みによる取組が進められています。

農村地域づくりをはじめよう！
ー農村型地域運営組織（農村ＲＭＯ）の形成ー

農用地の保全 地域資源の活用 生活支援

地域ぐるみの農地の保全・活用 直売所を核とした域内経済循環 集荷作業と併せた買い物支援



１．モデル的な農村RMOの姿
旧小学校区などの複数集落の範囲で、地域の暮らしを支える様々な団体と連携し、農用

地保全、地域資源の活用、買い物支援などの生活支援に取り組んでいます。



２．農村RMO形成・運営～農村RMOの立ち上げ方～
農村RMO的な活動を展開する地域の話や、一般RMOの運営手法をもとに、組織の形成か

ら活動の継続まで順を追って紹介します。



３．移住しやすい地域づくりのためのポイント
移住者を呼び込み、一緒に活動することは、地域づくりの発展につながります。「移住

しやすい」地域になるためのヒントを紹介します。

詳しく知りたい方は、北陸農政局発行の「農村型地域運営組織（農村
RMO）形成の手引き」をご覧ください！
https://www.maff.go.jp/hokuriku/nouson/attach/pdf/230420-2.pdf


